
第６２回広陵町文化祭について

教育委員会事務局 教育振興部 生涯学習文化財課

１ 主催者あいさつ ４ 主催者紹介

２ 来賓祝辞 ５ 開会宣言

３ 来賓紹介

２ 開会周知

・町ホームページ

・広報「こうりょう」
出展募集記事掲載（９月号）

文化祭開催記事掲載（１０月号）

・ポスター掲示
各区・自治会長あてに掲示依頼

公共施設、学校・園、南都銀行（馬見支店、箸
尾支店）､農協（広陵支店、広陵北支店）、郵便局
（疋相、瀬南、真美ヶ丘北、真美ヶ丘南、箸尾）、
商業施設（イズミヤスーパーセンター、エコー
ル・マミ、スーパーエバグリーン、ＤＣＭ広陵
店）

４ 開会式（３日）

（1）式典

文化・芸術のイベントにふさわしいオープニングイベントを実施する。

（2）オープニングイベント

３ ポスターデザイン原画募集
若年層の文化祭への参加を促すため、中学生（２年生）を対象にポス

ター原画を募集（夏休みの宿題を想定）。
優秀作品は、文化祭ポスターに掲載し町内各地に掲示。
※６月校長会にて、企画書を提示済。

当日配布資料 ３

令和５年11月３日（金・祝）～５日（日）
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【概要】

▶対象者
広陵中学校・真美ヶ丘中学校の２年生

▶テーマ
「町の文化芸術」

▶募集内容
Chromebook（生徒が持つノートパソコン）内の「描写キャンバス」
又は「スライド」のツールを使用し原画を作成。
併せて、デザインの狙いを１００字以内でコメントを作成。

▶注意事項
未発表の作品かつ、著作権侵害に当たる可能性があるものの取り入れ
を禁止。

▶展示
中央体育館２階で全作品を展示予定
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※９：４５には開会行事を終了

イメージ図→



７ 活動体験ワークショップ（４日・５日）

８ 文化展覧会（３日～５日）

（1）文化展覧会（一般）

・育成クラブ等による参加体験型ワークショップ
・ボーイスカウト・ガールスカウトによる出展・模擬店の出展も
併せて開催。

○内容（予定）

・体育館アリーナ
・出展数制限の解除（１人２点２部門まで）
・展示配置は従前どおりに戻す。

（2）中学生作品展

・体育館アリーナ（従前野点を実施していた箇所）

（3）発掘速報展

・体育館アリーナ

（4）園児作品展（幼稚園、保育園、こども園）
・格技場
【参考】
・１パネル３枚の絵画展示が可能。２パネル連結で最大１２枚展
示。

・貼付可能面は１パネル面が２０面、２パネル面が１０５面

→最大１，３２０作品の展示が可能。
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５ 公民館活動発表会（３日）

【懸念点】茶道の先生が現在２名しかおらず、内１名は４．５日の公民館活動
体験に協力いただく。そのため、３日のみでの開催を検討。

６ 野点（日程検討中）

教育委員会事務局 教育振興部 生涯学習文化財課 ２

○運営・主催 広陵中央公民館活動発表会実行委員会

○内容
公民館育成クラブ等による公民館活動の発表会。
公民館開館５０周年記念として、広陵中学校吹奏楽部・東小学校金
管バンド・畿央大学書道パフォーマンスに出演依頼予定。

・令和４年度は、新型コロナウイルス感染対策として、野点を中止。
・野点を楽しみにしている来場者、また茶の湯文化に触れる機会の
提供という観点から野点を再開。

・以前は無料提供であったが、今年度より１００円（菓子代の一部）
の負担をいただく。

・従前は体育館アリーナで開催していたが、展示の関係により体育館
ロビーでの開催を予定。

○参加賞・記念品（予定）

・参加者･･･エコバッグ
（スタンプラリーによる先着順）

・協力者（育成クラブ会員等）･･･お好み焼き

【令和５年４月時点児童数】

０歳児･･･ ３２人
１歳児･･･１３６人
２歳児･･･１５８人
３歳児･･･２７９人
４歳児･･･２９０人

５歳児･･･２９１人 合計1,186人
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【参考】平成３０年度展示配置図

体育館アリーナ・ロビー
（一般・文化協会作品・中学生絵画展・文化財速報展示スペース・野点）

格技場（園児作品展 展示スペース）


